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 事業概要 

ジェットエンジンの環境適合性を向上するため, ジェットエンジン騒⾳を低減する吸⾳ライナ技術
開発を⾏っている. 吸⾳ライナによって⾳波が吸収されるシミュレーションを通じて, 吸⾳ライナの
特性を理解し, より吸⾳率が⾼い形状を考案することを⽬的としている. 

 
参考 URL: http://www.aero.jaxa.jp/research/ecat/afjr/ 

 

 JSS2 利用の理由 

LES 計算のため, 計算量とストレージ使⽤量が多く, SORA-PP, TPP, FS の利⽤が必要だった. 
 

 今年度の成果 

6 次精度コンパクトスキームを⽤いた⾳波の減衰が少ない解析コードである UPACS-LES を⽤いて, 
2 次元かつ層流を仮定したグレージング流れのもとで, 吸⾳ライナの吸⾳特性の取得を試みた. 図 1 は
吸⾳ライナの孔の上を⾳波が通過している様⼦を⽰している. 図 2, 図 3 は, 吸⾳ライナの孔の中及び
その周辺の流速(粒⼦速度)である. 図 2 はグレージング流れが無い場合であり, ⾳によって孔の中を
流れが往復し, 孔の⾓の部分で剪断が強い様⼦が分かる. 図 3 はグレージング流れが有る場合であり, 
先ず, グレージング流れによって定常的な渦が発⽣し, ⾳は, その渦を変形させていて, グレージング
流れの無い場合と⽐べて, 吸⾳のメカニズムがかなり異なる様⼦が⾒受けられる. 

 

aFJR 実用化促進事業 
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図 1: グレージング流れのある吸⾳ライナの⾳圧 

(ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けます。) 
 
 

 
図 2: グレージングの無い吸⾳ライナの孔の内部の粒⼦速度 

(ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けます。) 
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図 3: グレージングの有る吸⾳ライナの孔の内部の粒⼦速度 

(ビデオ。ビデオは Web でご覧頂けます。) 
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 JSS2 利用状況 

 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.09 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 0.00 0.00 
SORA-PP 51,971.67 0.42 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 60,741.52 4.44 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 11.05 0.01 
/data 3,329.19 0.06 
/ltmp 665.84 0.06 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 9.53 0.33 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 ⾮該当 
プロセス並列数 24 
１ケースあたりの経過時間 40 時間 
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